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【
岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
】

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

　

１
日
目
の
揖
斐
川
町
で
は
、
学
校
の

統
廃
合
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
揖
斐
川
町
は
、
平
成
17
年
に
１
町

５
村
が
合
併
し
発
足
し
て
い
ま
す
。
岐

阜
県
の
最
西
部
に
位
置
し
、
農
林
業
が

主
体
の
町
で
す
。
平
坦
部
の
夏
は
高
温

多
湿
、
山
間
部
の
冬
は
厳
し
く
積
雪
が

多
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

合
併
当
時
、
町
内
に
は
小
学
校
が
11

校
、
中
学
校
が
７
校
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
、
学
校
統
合
に
よ
り
、
小
学

校
は
８
校
に
、
中
学
校
は
４
校
に
な
っ

て
い
ま
す
。

   

平
成
18
年
度
に
、
谷
汲
小
学
校
と
長

瀬
小
学
校
が
統
合
し
、
新
し
く
谷
汲
小

学
校
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
合

併
前
の
旧
谷
汲
村
で
決
定
し
て
い
た
も

の
で
、
合
併
後
に
新
し
い
校
舎
を
建
て

統
合
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
併
設
校
で
あ
る
藤
橋

小
・
中
学
校
を
、
北
方
小
学
校
・
北
和

中
学
校
に
統
合
し
て
い
ま
す
。
こ
の
統

合
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
ほ
と
ん

ど
の
方
か
ら
の
要
望
で
、
普
通
な
ら
ば

隣
の
小
・
中
学
校
と
統
合
す
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
、
飛
び

地
統
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
は
、
春
日
中
学
校
を

揖
斐
川
中
学
校
に
、
久
瀬
小
学
校
を
北

方
小
学
校
に
、
久
瀬
中
学
校
を
北
和
中

学
校
に
統
合
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
統
合
経
過
に
つ
い
て
は
、

ま
っ
た
く
異
な
り
、
春
日
中
学
校
は
行

政
主
導
、
久
瀬
小
・
中
学
校
は
地
元
か

ら
の
要
望
で
統
合
を
行
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
特
に
、
久
瀬
小
学
校
の
場
合

は
、
複
式
学
級
に
な
っ
た
と
き
、
保
護

者
の
方
が
た
い
へ
ん
不
安
を
抱
か
れ
、

統
合
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

春
日
中
学
校
の
場
合
は
、
19
名
の
生

徒
が
い
ま
し
た
が
、
小
さ
い
学
校
よ
り

大
き
い
学
校
へ
行
か
せ
て
や
り
た
い
と

い
う
保
護
者
の
願
い
か
ら
、
校
区
を
変

更
し
て
、
揖
斐
川
中
学
校
に
通
学
す
る

生
徒
が
16
名
と
な
り
、
春
日
中
学
校
に

は
生
徒
が
３
名
し
か
い
な
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
残
っ
た
生
徒
は
、
ど
う
し

て
も
春
日
中
学
校
に
通
い
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
な
か
な
か
保
護
者
、
地
域
と

の
話
し
合
い
は
、
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
最
後
は
、
行
政
に
お
任
せ
す

る
と
い
う
こ
と
で
統
合
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

　

基
本
的
な
統
合
に
対
し
て
の
ス
タ
ン

ス
は
、「
地
域
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
、

行
政
が
ま
と
め
る
」
と
い
う
も
の
で
、

子
ど
も
た
ち
を
第
一
に
考
え
る
地
域
住

民
を
、
行
政
が
支
え
る
と
い
う
構
え
で

統
合
を
進
め
ま
し
た
。
児
童
生
徒
の
成

長
を
第
一
に
考
え
、
将
来
に
わ
た
る
教

育
環
境
を
整
え
る
。
ま
た
、
保
護
者
の

学
校
に
対
す
る
願
い
や
期
待
、
地
域
の

学
校
に
対
す
る
思
い
を
十
分
考
慮
し
な

が
ら
、
現
在
、
学
校
運
営
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
統
合
に
伴
い
通
学
に
は
い
ち

ば
ん
遠
い
と
こ
ろ
で
、
バ
ス
で
40
分
ほ

ど
か
か
る
た
め
、
町
内
を
運
行
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
小
・
中
学
校

の
登
下
校
時
に
だ
け
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
も

乗
車
で
き
る
た
め
、
朝
夕
の
バ
ス
に
は
、

地
域
の
方
も
一
緒
に
な
り
に
ぎ
や
か
な

車
内
と
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
議
員
の
感
想
》

・
保
護
者
、
地
域
の
思
い
を
重
点
に
進

め
ら
れ
、
学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
た
い
へ
ん
参
考
に
な
っ
た
。

・
将
来
を
見
据
え
た
方
針
を
持
っ
て
、

推
進
を
図
っ
た
と
い
う
こ
と
で
感
銘
を

受
け
た
。

・
子
ど
も
に
と
っ
て
、
学
校
の
適
正
配

置
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

・
統
合
に
際
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
通
学
に
も
利
用
し
て
い
る
取
り
組
み

は
、
本
町
に
お
い
て
も
検
討
課
題
に
す

べ
き
と
思
っ
た
。

・
統
廃
合
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

今
後
も
情
報
交
換
や
研
修
先
と
し
て
交

流
を
持
つ
べ
き
と
考
え
る
。

【
静
岡
県
御
前
崎
市
】

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の

整
備
に
つ
い
て

　

２
日
目
は
、
御
前
崎
市
を
視
察
し
ま

し
た
。
御
前
崎
市
は
、
平
成
16
年
に
浜

岡
町
と
御
前
崎
町
が
合
併
し
発
足
し
て

い
ま
す
。
太
平
洋
、
遠
州
灘
と
駿
河
湾

に
囲
ま
れ
、
延
長
20
㎞
の
海
岸
線
を
有

し
て
お
り
、
津
波
の
被
害
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昔
か
ら
、
漁
業
が
盛
ん
で
、
カ
ツ
オ
、

シ
ラ
ス
な
ど
年
間
約
25
億
円
の
水
揚
げ

が
あ
り
ま
す
。
カ
ツ
オ
の
水
揚
げ
に
つ

い
て
は
、
三
重
県
の
船
も
相
当
数
、
御

前
崎
の
港
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
３
施
設
の
現
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
初
に
、
市
民
プ
ー
ル
を
訪
れ
、
担

当
者
か
ら
、
施
設
の
運
営
状
況
の
説
明

を
受
け
た
あ
と
、
施
設
内
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
総
工
費
約
42
億
円
、

平
成
10
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
屋
内
・
屋

外
プ
ー
ル
の
ほ
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
、
浴
室
な
ど
も
備
わ
り
、
年
間

約
17
万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

平成 26年度紀北町議会議員管外視察
　平成26年度の議員管外視察は、岐阜県揖斐郡揖斐川町、静岡県御前崎市、神奈川県足柄上郡開成町を視察しました。
　それぞれ「学校の統廃合」、「津波避難タワーの整備」、「議会改革」と、現在、本町（議会）が取り組んでいる主要課題をテー
マに、7月1日から 3日まで 2泊 3日の行程で、議員14名、議会事務局職員3名、危機管理課長、学校教育課長の計19名
が参加しました。
　2日目の御前崎市では、津波避難タワー以外にも、市民プールと浜岡原子力発電所の現地視察も行いました。
　全行程にわたり、貸し切りバスを利用した長距離の移動で、行程的にも厳しいスケジュールでしたが、各視察先では、貴
重なお話を伺い活発な意見交換が行われました。

揖斐川町役場

揖斐川町での研修風景

市民プール「ぷるる」

市民プールでの研修風景
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次
に
、
視
察
し
た
の
は
、
津
波
避
難

タ
ワ
ー
で
す
。
同
敷
地
内
に
あ
る
公
民

館
で
概
要
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
施
設

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
タ
ワ
ー
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
約
１
年
経
過
し
た
平
成
24
年
２
月
に

完
成
し
て
い
ま
す
。

　

海
岸
か
ら
約
３
０
０
ｍ
離
れ
た
公
民

館
の
敷
地
内
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
最

上
階
の
高
さ
が
地
上
12
ｍ
、
最
上
階
避

難
ス
ペ
ー
ス
は
標
高
16
ｍ
で
す
。

　

構
造
は
、
鉄
骨
造
の
溶
融
亜
鉛
メ
ッ

キ
仕
上
げ
と
な
っ
て
お
り
、
避
難
ス

ペ
ー
ス
の
面
積
は
約
50
㎡
、
収
容
人

員
は
約
１
０
０
人
で
す
。
付
近
の
浸
水

深
が
約
６
ｍ
と
い
う
想
定
が
出
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
エ
リ
ア
と
し
て
は
十
分
耐

え
う
る
高
さ
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
長
と
し
て
、
昇
降
方
法
は
階
段

の
み
で
は
な
く
、
災
害
時
要
援
護
者
に

配
慮
し
た
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
、
避
難

ス
ペ
ー
ス
に
は
、
津
波
が
最
上
階
に
達

し
た
と
し
て
も
人
が
流
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
固
定
式
チ
ェ
ー
ン
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
屋
上
に
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
し
て
お
り
、

夜
間
、
停
電
時
に
お
け
る
避
難
も
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
３
，

３
７
３
万
円
で
、
３
分
の
１
を
県
の
補

助
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
の
最
後
は
、
浜
岡
原
子
力
発

電
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

発
電
所
の
安
全
性
向
上
に
向
け
た
対

策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
総

延
長
１
・
６
㎞
の
津
波
対
策
防
波
壁
の

か
さ
上
げ
工
事
の
状
況
を
見
学
し
ま
し

た
。

《
議
員
の
感
想
》

・
市
民
プ
ー
ル
の
経
営
状
態
は
厳
し
い

も
の
で
あ
っ
た
が
、
温
水
プ
ー
ル
に

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ホ
ー
ル
な
ど
充
実
し
た

設
備
が
整
備
さ
れ
、
健
康
寿
命
５
歳
延

長
を
目
標
に
掲
げ
る
本
町
に
お
い
て
も

必
要
な
施
設
で
あ
る
と
感
じ
た
。

・
津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
は
、
屋
根
や
備

蓄
品
が
な
く
、
雨
の
多
い
本
町
に
お
い

て
は
、
工
夫
を
要
す
る
と
感
じ
た
。

・
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
床
材
を
グ
レ
ー

チ
ン
グ
に
し
た
こ
と
は
、
少
し
不
安
を

感
じ
る
。
構
造
の
検
討
が
必
要
と
思
わ

れ
た
。

・
津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
、
平
常
時
に
も
、

利
用
価
値
の
あ
る
施
設
と
な
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
う
。

・
原
子
力
発
電
所
の
構
造
が
良
く
理
解

で
き
た
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
い

た
。

【
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
開
成
町
】

議
会
改
革
に
つ
い
て

　

最
終
日
は
、
開
成
町
を
視
察
し
ま
し

た
。
開
成
町
は
、
神
奈
川
県
西
部
に
位

置
し
、
面
積
は
６
・
56
㎢
で
、
県
内
最

小
の
町
で
す
。

　

昭
和
30
年
当
時
の
人
口
は
５
，

０
０
０
人
に
満
た
な
い
状
況
で
し
た

が
、
徐
々
に
増
え
、
い
ま
だ
に
増
加
し

て
お
り
、
人
口
増
加
率
、
合
計
特
殊
出

生
率
は
、
県
内
市
町
村
で
１
位
で
す
。

ま
た
、
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
22
年
に
新
し
い
小
学
校
を
開

校
し
て
お
り
、
統
合
問
題
が
多
い
市
町

村
が
あ
る
中
で
は
珍
し
い
状
況
で
す
。

｠ 　開
成
町
で
は
、
議
会
改
革
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

開
成
町
議
会
は
、
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
県
内
で
初
め
て
通
年
議
会
、

１
議
員
の
２
常
任
委
員
会
所
属
制
を
導

入
す
る
な
ど
、
議
会
の
活
性
化
に
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
議
会
で
、
平
成

23
年
に
全
国
町
村
議
会
議
長
会
特
別
表

彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
17
年

か
ら
日
曜
議
会
を
開
催
し
て
お
り
、
多

く
の
傍
聴
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
日
曜

議
会
で
は
、
全
員
が
質
問
で
き
る
よ
う

に
、
通
常
１
時
間
の
一
般
質
問
を
30
分

に
統
一
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ

の
全
戸
配
布
に
よ
っ
て
町
民
に
周
知
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
平
成
18
年
に
は
、
議
員
定

数
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
定
数
の
削

減
を
検
討
す
る
中
で
、
議
会
改
革
の
検

討
も
始
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

年
４
回
発
行
し
て
い
る
議
会
だ
よ
り

に
、
議
案
に
対
す
る
議
員
の
賛
否
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
議
員
の
２

常
任
委
員
会
制
を
導
入
し
、
委
員
会
活

動
の
活
性
化
な
ら
び
に
議
員
自
身
の
質

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
は
、
議
会
改
革
推
進
委

員
会
を
組
織
し
、
議
会
運
営
に
関
す
る

基
準
を
制
定
、
一
般
質
問
の
答
弁
骨
子

の
提
出
を
行
政
側
に
義
務
付
け
さ
せ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般
質
問
の
中
で
、

再
質
問
の
組
み
立
て
を
図
り
、
議
論
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
進
地
事
例
の
研
究
で
、
北

海
道
福
島
町
議
会
を
視
察
し
、
そ
こ
で

議
会
運
営
、
議
会
改
革
に
対
す
る
姿
勢

に
大
き
な
刺
激
を
受
け
、
同
時
に
大
き

な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

視
察
後
は
、
特
に
、
通
年
議
会
の
導

入
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

通
年
議
会
で
は
、
必
要
に
応
じ
、
議

長
の
判
断
で
議
会
を
再
開
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
い
つ
で
も
議
会
活
動
が

で
き
る
こ
と
を
目
的
に
導
入
し
た
も
の

で
、
試
行
期
間
を
経
た
平
成
22
年
か
ら

本
格
実
施
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同

時
期
に
、
一
般
質
問
の
際
、
議
論
の
論

点
・
争
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、
町
長

に
逆
質
問
権
を
付
与
し
て
お
り
、
自
治

会
を
対
象
に
議
会
報
告
会
も
開
催
し
て

い
ま
す
。

《
議
員
の
感
想
》

・
町
長
に
逆
質
問
権
を
付
与
し
、
一
般

質
問
で
は
答
弁
骨
子
が
提
出
さ
れ
る
な

ど
、
議
論
の
論
点
や
争
点
が
よ
り
明
確

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
反
問
権
は
取

り
入
れ
て
も
良
い
と
思
う
。

・
議
会
改
革
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
推
進

し
て
き
た
熱
意
に
感
動
を
覚
え
た
。
一

般
質
問
件
数
の
多
さ
な
ど
議
会
の
充
実

さ
が
伺
え
、
本
町
議
会
に
お
い
て
も
定

数
削
減
後
の
議
会
運
営
に
役
立
て
た
い
。

・
議
会
報
告
会
の
実
施
、
日
曜
議
会
の

開
催
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
町
民
と

と
も
に
進
む
議
会
を
感
じ
た
。

・
わ
が
議
会
に
お
い
て
も
見
習
う
こ
と

が
多
く
あ
る
。
議
員
個
々
に
研
さ
ん
し
、

町
民
か
ら
理
解
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
議

会
の
取
り
組
み
を
す
べ
き
だ
と
思
う
。

御前崎市(公民館)での視察風景

津波避難タワー

浜岡原子力館での研修風景

開成町役場

開成町での研修風景
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国
保
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健

診
の
受
診
期
間
は
、
11
月
30
日
（
日
）

ま
で
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、

自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
生
活
習
慣

病
発
症
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
て

も
気
づ
か
ず
に
悪
い
生
活
習
慣
を
続

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
活
習
慣

病
を
発
症
す
る
と
、
医
療
費
の
負
担

が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
た
い
せ
つ

な
時
間
を
治
療
に
費
や
す
こ
と
に
な

り
、
家
族
に
も
家
計
に
も
負
担
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

健
診
を
受
け
て
、
年
に
１
度
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※

特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
に
は
、

特
定
健
診
受
診
勧
奨
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
か
ら
電
話
で
受
診
の
呼
び
か
け

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
国
保
・
年
金
係

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室
国
保
・
年
金
係

℡（
32
）
３
９
０
２

　

　

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。
対
象
に
な
る
方
へ
は
９
月
下
旬

に
受
診
券
な
ど
を
郵
送
し
て
い
ま
す

の
で
、
歯
科
医
療
機
関
へ
予
約
を
し

て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

　

三
重
県
内
に
住
所
を
有
し
、
受
診

日
に
お
い
て
被
保
険
者
で
あ
る
方
の

う
ち
、
平
成
26
年
３
月
31
日
時
点
で

75
歳
及
び
80
歳
の
方

実
施
機
関　

三
重
県
内
の
歯
科
医
療
機
関

※

一
部
実
施
し
な
い
歯
科
医
療
機
関

が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
の
う
え
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法　

　

広
域
連
合
が
郵
送
す
る
受
診
券
、

健
診
票
、
質
問
票
と
被
保
険
者
証
を

実
施
機
関
に
持
参
し
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

内
容　

問
診
、
口
腔
内
健
診

期
間　

10
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
11
月
30
日
（
日
）

健
診
料　

無
料

※

健
診
項
目
以
外
の
治
療
を
行
っ
た

場
合
は
別
途
費
用
が
必
要
で
す
。

健
診
結
果　

　

健
診
後
は
結
果
の
説
明
を
よ
く
聞

き
、
治
療
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、

早
め
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

℡
０
５
９
（
２
２
１
）
６
８
８
４

本
庁
住
民
課
国
保
・
年
金
係

℡（
46
）
３
１
１
７

　

サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
に

よ
る
農
作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

被
害
防
止
効
果
が
十
分
期
待
で
き
る

電
気
柵
な
ど
（
ト
タ
ン
、
網
、
板
な

ど
を
含
む
）
を
設
置
す
る
方
に
対
し

て
、
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
、

予
算
の
範
囲
内
で
資
材
購
入
費
の
２

分
の
１
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

条
件

○
設
置
場
所
が
町
内
で
あ
る
こ
と

○
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て
い
る
土

地
で
あ
る
こ
と

○
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
の
購
入

資
材
で
あ
る
こ
と

補
助
金
限
度
額

水
稲
、
柑
橘
、
野
菜　

10
万
円

手
続
き
方
法 

①
電
気
柵
な
ど
の
補
助
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
事
業
費
な
ど
を
記
載

し
た
事
業
計
画
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
４
月
１
日
か
ら
計
画
書
を
受

け
付
け
し
、
受
け
付
け
順
に
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
の
内
示
を

行
い
ま
す
）

②
事
業
計
画
書
の
提
出
後
、
補
助
金

交
付
申
請
書
に
領
収
書
（
購
入
資
材

の
明
細
が
わ
か
る
も
の
）、
位
置
図
、

写
真
（
設
置
前
と
設
置
後
）
な
ど
を

添
え
て
、
10
月
31
日
（
金
）
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

○
予
算
の
都
合
上
、
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
補
助
金
申
請
は
１
年
度
に
１
回
限

り
と
し
ま
す
。

○
事
業
計
画
書
、
補
助
金
交
付
申
請

書
の
用
紙
は
本
庁
農
林
水
産
課
ま
た

は
海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
内
に

あ
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
農
林
水
産
課
農
政
係

℡（
46
）
３
１
１
６

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
産
業
振

興
係

℡（
32
）
３
９
０
３

歯
科
健
康
診
査
の
実
施

獣
害
防
護
柵
な
ど
を
設
置
さ
れ
る
方
へ

                 

〜
申
請
は
10
月
31
日（
金
）ま
で
〜

くらし
健　康

健
康
診
査
の

　
　

受
診
期
間
くらし
健　康

施　策
農　業
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町
で
は
現
在
、「
臨
時
福
祉
給
付

金
」・「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」
の
申
請
を
10
月
31
日
（
金
）
ま

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
受
付
期
間

を
過
ぎ
る
と
給
付
金
が
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
受
付
窓
口
ま
で
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

給
付
金
の
対
象
と
見
込
ま
れ
る
方

に
は
あ
ら
か
じ
め
申
請
書
を
郵
送
し

て
い
ま
す
が
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
方
で
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い

場
合
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
申
請
さ
れ
た
場
合
で

も
同
一
世
帯
に
次
の
条
件
に
該
当
さ

れ
て
い
る
方
が
い
れ
ば
、
給
付
金
の

対
象
と
な
る
見
込
み
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

対
象

次
の
①
及
び
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方

①
平
成
26
年
１
月
１
日
に
紀
北
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

②
平
成
26
年
度
町
県
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
方

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
除
く

○
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族

（
生
活
の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い

る
）

○
生
活
保
護
の
受
給
者

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

対
象

次
の
①
及
び
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方

①
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
・

特
例
給
付
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

②
平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
額
未
満
の
方

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
除
く

○
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

○
生
活
保
護
の
受
給
者

受
付
窓
口

本
庁
１
階
１
０
１
会
議
室

（
福
祉
保
健
課
横
）

海
山
総
合
支
所
１
階
会
議
室

（
福
祉
環
境
室
前
）

問
い
合
わ
せ

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡（
46
）
３
１
２
６

　

     

町
で
は
、
町
民
の
皆
様
を
対
象
に

毎
年
が
ん
検
診
・
各
種
健
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
が
ん
や
生
活
習
慣
病

の
予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
、
定
期

的
に
検
診
を
受
け
て
健
康
管
理
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。
受
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
保
健
係

℡（
46
）
３
１
２
２

施　策
福　祉

給
付
金
の
申
請
は 

                

10
月
31
日（
金
）ま
で

くらし
健　康

無
料
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
の
実
施

〜
今
年
度
、
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
〜

9：30 ～10：00　島勝浦集会所

10：30 ～ 10：45　白浦集会所

11：10 ～11：40　矢口浦集会所

13：30 ～14：30　相賀コミュニティセンター

15：15 ～16：00　引本公民館

17：15 ～18：00　海山総合支所　　　　　　　　（大腸がん検診のみ）

9：30 ～ 9：45　馬瀬多目的集会施設

10：00 ～10：20　河内区民会館

10：40 ～11：00　上里農協倉庫前

13：30 ～13：50　船津集会所

14：10 ～14：30　新田多目的集会施設

14：50 ～15：10　中里集会所

9：30 ～ 9：45　鯨集会所

10：15 ～10：35　小浦集会所

11：00 ～11：20　長浜集会所

13：30 ～13：45　小山浦　野菜市場

14：00 ～14：15　便ノ山多目的集会施設

8：30 ～11：00　海山公民館

13：30 ～15：00　海山公民館

11
月
17
日
（
月
）

11
月
18
日
（
火
）

11
月
21
日
（
金
）

11
月
22
日
（
土
）

肺がん・大腸がん検診日時

　21歳から39歳までで職場などで健診を受ける機会
がない方は、若者健診が受診できます。
検査内容　身体計測、尿検査、血液検査、血圧測定など
料　　金　1,000円（生活保護世帯無料）

・胃がん検診 ・乳がん検診
　（超音波・マンモグラフィ）・子宮頸がん検診　　　
・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検査
・骨密度測定・国民健康保険特定健診
・協会けんぽ特定健診
（協会けんぽのご家族の方）・若者健診

※お子様連れの方には託児があります。

※平成 26 年度に 21 歳になる方（H5.4.2 ～ H6.4.1 生）
　は無料です。

・成人おめでとう無料健診

・健康増進法健診

・後期高齢者健診

けい

印の日は、『みんなでいこか！総合けんしん』
です。
下記の検（健）診も実施します。
各種検（健）診の対象年齢、料金などはお問い合わせ
ください。
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　私たちの日々の食生活には、エネルギー消費やごみ排出などの環境問題が常に存在しています。　

　エコ料理とは、環境のことを考えて「買い物」「料理」「片づけ」をすることで、エネルギーの無駄をなくし、ごみを少なくす

る調理方法のことで、これらは地球環境をたいせつにするエコライフへの一歩となるだけでなく、お金の節約にもつながります。  

　ぜひ、毎日のくらしの中でできるエコ料理を実践してみてください。

　今回のエコ料理教室は「買い物」「料理」「片づけ」の中でも、「料理」に注目し、捨ててしまいがちな野菜の皮などを使って

調理します。調理の後は調理ごみを計量し、工夫によってごみがどれだけ減量できるかを体験します。ぜひ、ご参加ください。 

問い合わせ・申し込み　本庁環境管理課廃棄物対策係　℡46-3121　海山総合支所福祉環境室環境管理係　℡32-3904

◆料理のポイント

○メニューを工夫し、食材を無駄にせず丸ごと使い切りましょ

う。

○作り過ぎは資源の無駄遣いや、食べ過ぎにつながるのでやめ

ましょう。

○よく洗って皮ごと調理しましょう。

　皮は捨てずに利用してください。

○余った材料は、細かく刻んでスープや焼き飯の具材に利用し

ましょう。

○お皿はワンプレートにしましょう。

　片づけが楽で、水の節約になります。

◆片づけのポイント

○水をたいせつに使い、水を汚さない工夫、ごみをなるべく出

さない工夫をしましょう。

○洗剤は使い過ぎないようにしましょう。

　水やスポンジだけで取れる汚れもあります。

○生ごみは、水を切ってから捨てましょう。

　水分は処分時に多くのエネルギーを消費します。

○畑をお持ちの方は生ごみを堆肥化しましょう。

　町では生ごみ処理機購入費助成があります。

◆買い物のポイント

○買い物に行く前に冷蔵庫の食材を確認し、必要な分だけを

買うようにしましょう。

○地産地消で旬の野菜を買いましょう。

　栽培や運搬が省エネで、栄養価も高いです。

○簡易包装・詰め替え商品を選びましょう。

　包装が簡単だとごみも少なくなります。

○必要がないときは、使い捨ての割り箸、スプーンはもらわ

ないようにしましょう。

○地球にやさしい取り組みをしているお店で、買い物をしま

しょう。

○買い物のときにはマイバッグを持参しましょう。　

日時　10 月 29 日（水）　午後 7時～ 9時

場所　東長島公民館 調理室

講師　紀北町食生活改善推進協議会

定員　20 名（先着順）

受講料　無料

申込期限　10 月 22 日（水）

申込方法　

本庁環境管理課または海山総合支所福祉環境室にお越しいた

だくか、電話でお申し込みください。

地球にやさしいエコ料理をしましょう！

エコ料理教室を開催します！
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　浄化槽は、微生物の働きで汚水をきれいな水に処理して放流する排水処理装置です。維持管理が適正に行われていないと、そ

の機能も十分に発揮されません。このため、浄化槽の処理方式や規模によって「保守点検」や「清掃」の実施回数が定められて

います。さらに、維持管理が正常に行われているかを確認する「法定検査」を受けることが義務付けられています。

　10 月期定期払児童手当の支払日は 10 月７日（火）です。ご指定の金融機関口座に振り込まれますので、ご確認をお願いします。

※支給額などについては、下記をご参照いただき、詳しくはお問い合わせください。

○法定検査（年 1回以上）

　保守点検・清掃が適正に行われているかを検査し、放流水

がきれいであるかを調べるために、放流水を採取し検査を行

います。

　法定検査は三重県知事が指定した指定検査機関により実施

されます。

指定検査機関

一般財団法人三重県水質検査センター　℡059-213-0707

    ※保守点検と法定検査は、目的も検査する内容も異なります。

　また、両方とも法律で受けることが義務付けられています。

○保守点検（おおむね 3～ 4ヵ月に 1回以上）

　浄化槽を正常に機能させるために、機械の点検や消毒剤

の補充を行います。

　保守点検は三重県知事の登録を受けた保守点検業者へ依

頼し実施してください。業者については、下記問い合わせ

先または「三重の環境ホームページ」内「浄化槽保守点検

業者名簿」からご確認ください。　　　　　　　　　　　

（http://www.eco.pref.mie.lg.jp/）

※実施期間の目安は浄化槽の規模などにより異なります。

○清掃（年 1回以上）

　浄化槽内に生じた汚泥などの引き抜きや調整をする作業

です。汚泥がたまりすぎると浄化槽の機能を損なうため、

浄化されずに外へ流れ出る原因になります。

　清掃は許可業者と営業地域が指定されています。

許可業者及び営業地域

紀伊長島区　有限会社クリーン長島　℡47-4730

海山区　　　有限会社海山環境衛生　℡32-1616

10月1日は浄化槽の日

10月は児童手当の支払月です
問い合わせ　本庁環境管理課環境管理係　℡46-3121　海山総合支所福祉環境室環境管理係　℡32-3904

浄化槽の維持管理

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ
　浄化槽には、合併処理浄化槽と単独処理浄化槽の 2 つがあります。生活排水とし尿を処理する合併処理浄化槽に対して、

単独処理浄化槽はし尿だけを処理し、生活排水を未処理のまま流すため、水環境を汚す大きな原因となります。このため、

合併処理浄化槽への転換が水環境を守ることへつながります。

問い合わせ　本庁福祉保健課地域福祉係　℡46-3122　海山総合支所福祉環境室福祉保健係　℡32-3904

区　分 所得制限限度額未満の方 所得制限限度額以上の方

3歳未満 月額　　15,000円

月額　　10,000円

月額　　15,000円
月額　　5,000円

月額　　10,000円

3歳～小学校修了前（第1子・第2子）

3歳～小学校修了前（第3子以降）

中学生

○支給額

※第3子の数え方は、18歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にある児童の中で数えます。
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　本年7月7日、熊野古道が世界遺産登録10周年の節目を迎えました。これを記念して、春の「紀北町熊野古道春まつり」に続き「紀

北町熊野古道秋まつり」を開催します。ぜひご来場ください。

問い合わせ　本庁企画課企画係　℡46-3113

◆記念ウォークに申し込まれた方

　受付会場　銚子川河川敷公園（銚子橋下）

　受付開始　午前 8時 30 分～

　※午前 9 時にバスで各峠へ出発しますので、午前 8 時 50 

　 分までに受け付けを済ませてください。

荷坂峠ウォーク

ツヅラト峠ウォーク 谷口智則さんと河島アナムさんとの
コラボライブ

ライブペインティングで完成した絵

熊野古道春春まつり
　4月 27日（日）に開催した「紀北町熊野古道春まつり」は、

ツヅラト峠、荷坂峠をウォークし、イベントは道の駅紀伊

長島マンボウで行われ、春の楽しい一日となりました。

紀北町熊野古道　まつり紀北町熊野古道　まつり
世界遺産登録 10 周年記念イベント世界遺産登録 10 周年記念イベント

開催日 10月18日（土）開催日 10月18日（土）開催日 10月18日（土）
秋秋秋

◆イベント会場　種まき権兵衛の里駐車場

　開始時間　午後 1時～

　イベント内容

　○東紀州シンフォニーで歌われた「古道の旅人」作者、北

　山大介氏との合唱

　○紀北町出身の書道家、伊藤潤一氏と伊勢市出身の尺八奏

　者、竹内洋司氏によるコラボライブ

　○各峠の保全活動紹介とふるまい

　    ・ツヅラト峠…きな粉餅とアオサ汁

　　・始神峠…おしるこ

　　・海山熊野古道の会（馬越峠）…アマゴの塩焼き

　○種まき権兵衛踊り保存会による権兵衛踊り

　○スウィング海山による演奏

　○嶋田百々子氏による「馬越峠」歌唱

　○海山芸能道場賀楽多による演奏

　○KIHOKU 戦隊アババインと種まき権兵衛さんのコラボ　

　ショー

　○物販

 　※会場には駐車場がありません。ご来場に際しては、多目

　的広場より正午から随時シャトルバスを運行しますので

　ご利用ください。
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各講座開催日

　問い合わせ・申し込み　
　紀北町学習センター　　　　　　　　　℡33-0025
　教育委員会本庁生涯学習課社会教育係　℡46-3125

　平成 26 年度 10 月期の講座を開催します。初めてのパソコン、エクセル初級、年賀状

作成の 3講座です。多数ご参加ください。OSはウィンドウズ 7です。

　紀北町の PR隊長きーほくんがゆるキャラグランプリ 2014 に参加しています。

　ゆるキャラグランプリは、「ゆるキャラで地域を元気に！」をテーマの一つと掲げて開催されています。ご家庭のパソコンや

携帯電話からどなたでも毎日 1票ずつ投票することができるので、ぜひ応援をお願いします。

時間　午前 10 時～正午

場所　紀北町学習センター

対象　町内在住、または町内に勤務している 20 歳以上の方

受講料　各講座 1,000 円（申込時にお願いします）

受付開始　10 月 7日（火）午前 8時 30 分～

※先着順で定員になり次第、締め切りますのでご了承ください。

定員　各講座　10 名

申込方法

　紀北町学習センター及び本庁生涯学習課で交付の申込用紙に

記入し、申し込みしてください。

※電話での申し込みは受け付けていません。また、各講座にお

いて参加者が 3名未満の場合、中止することがあります。

講座内容（各 6回）

講座Ａ（初めてのパソコン）

パソコンの基本操作と日本語入力

講座Ｂ（エクセル初級）

表計算を使って小遣い帳の作成

講座Ｃ（年賀状作成）　

筆まめを使って住所録、年賀状文面作成

投票期間　10 月 20 日（月）午後 6時まで

投票方法

①パソコンや携帯電話で公式サイトにアクセス

②ID登録　※初回のみ

③発行された IDでログイン

④ 1日 1 回、投票が可能に

※詳しくは、ゆるキャラグラン

プリ2014公式サイト

紀北町パソコン教室受講生募集

ゆるキャラグランプリ投票実施中！

講座 10 月 11 月

講座Ａ
14 日（火）　17 日（金）
21 日（火）　24 日（金）
28 日（火）　31 日（金）

4日（火）　 7日（金）
11 日（火）　14 日（金）
18 日（火）　21 日（金）

15 日（水）
22 日（水）
29 日（水）

5日（水）
12 日（水）
19 日（水）

講座Ｃ

講座Ｂ

問い合わせ
本庁商工観光課観光係　　　　℡46-3115
紀北町観光協会　　　　　　　℡46-3555

(http://yurugp.jp/) をご覧ください。
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10月22日（水）午後2時～4時

島勝浦集会所

小倉　肇　氏

島勝浦の歴史と伝説

スポーツ少年団紹介

 健康ウォーキングは7月、8月を除く毎月第3日曜日に開催し、さまざまな年齢の方が参加し

ています。親子連れやお孫さんを含めた3世代でもウォーキングに参加いただくなど、とて

もにぎわっています。

 種まき権兵衛の里駐車場を起点に、キャンプinn海山や宝泉寺周辺を回るコースです。誰もが歩きやすいコースです。

自然と秋風を感じながらウォーキングを楽しみませんか？

スポーツの秋！健康ウォーキングに参加しませんか？

問い合わせ　本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

問い合わせ　教育委員会本庁生涯学習課社会教育係　℡46-3125

開催日時

集合場所

今月のおすすめコース　種まき権兵衛の里周辺ウォーキング（約4㎞）

　

　郷土の歴史や文化、民話などに詳しい小倉肇氏を講師に迎え、今年度から新たな取り組みとして「地域の歴史・巡回講

座」を始めました。町内各地域の公民館などで、小倉氏からその地域にまつわる歴史や伝説などのお話を伺います。

　第2回として下記のとおり開催しますので、多くの方のご参加をお願いします。なお、申し込みは不要です。

第2回「地域の歴史・巡回講座」

　

対　　象 

会　　費

代  表  者

練  習  日
場　    所

小学校1～6年生男女

土・日曜日、祝日(午前9時～午後5時)
海山グラウンド

月額2,000円（用具代・保険料など）

井谷　雅史　℡32-2811
（事務局　奥村　仁　℡32-1369）

～海山クラブ～

「健康ウォーキングの日」です！
毎月第３日曜日は

10月19日（日）午前10時～正午　※雨天中止

種まき権兵衛の里駐車場

「紀北町民ウォーキングの会会員」大募集！
　年齢を問わず、町内の500名以上の方が登録されています。運動習慣の意識づけや日頃からウォーキングに取り

組むきっかけづくりにいかがですか？登録いただいた方には会員証を発行します。

開催日時

場　　所

講　　師

内　　容
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だより図
10月の新刊案内

書館
  October  

紙面に載りきらない蔵書もあります
ので、館内検索機または紀北町ホー
ムページ内インターネット蔵書検索
をぜひ活用してください。新しい貸
出カードへの更新もお願いします。

町民センター図書室から
  「明日の子供たち」
　　　　　　　　　　　/有川浩

　「よーいどん！」
　　　　　　　/中川ひろたか

児童図書館から
  「弾正星」
　　　　　　　　　/花村萬月

多目的会館図書室から

「図書名」/著者名「図書名」/著者名 「図書名」/著者名

「よみきかせの会」（児童図書館）
今月の「よみきかせの会」はお休

みです。

「よみきかせの会」（児童図書館）
今月の「よみきかせの会」はお休

みです。

「おはなし会」（多目的会館図書室）
10月11日（土）午後2時～

絵本の読み聞かせ、紙芝居をしま

す。

「おはなし会」（多目的会館図書室）
10月11日（土）午後2時～

絵本の読み聞かせ、紙芝居をしま

す。

「あー・あー」/三浦太郎
「すっぽんぽーん」/わたなべあや
「ばばばあちゃんの やきいもたいかい」
　　　　　　　　　　　　/さとうわきこ
「めいろ・めいろ・めいろ」/せべまさゆき
「かむさりやまのおまじない」/三浦しをん
「暗号クラブ②ゆうれい灯台ツアー」
　　　　　　　　　　/ペニー・ワーナー
「ヒックとドラゴン⑪孤独な英雄」
　　　　　　　/クレシッダ・コーウェル
「まんがで読む古事記」/竹田恒泰 監修
「自然史ミュージアムのサバイバル①」
　　　　　　　　　　　　　/ゴムドリco.

※かりた本は必ず返してください。
　本の返却日は、お持ちのカードに印
　字されています。

「軍師の境遇」/松本清張
「甘いお菓子は食べません」/田中兆子
「世界ぱんぱかパンの旅〈北欧編〉」
　　　　　　　　　　　　　　/山本あり
「スターバックスはなぜ値下げもテレビ
CMもしないのに強いブランドでいられる
のか？」/ジョン・ムーア
「慶應医学部の闇  福澤諭吉が泣いている」
　　　　　　　　　　　　　　/高須基仁
「暴露：スノーデンが私に託したファイ
ル」/グレン・グリーンウォルド
「空き家問題」/牧野知弘
「世界遺産にされて富士山は泣いている」
　　　　　　　　　　　　　　　/野口健

※秋の気配も深まってきた昨今、皆様
　いかがお過ごしでしょうか。幾分か
　過ごしやすくなってきた秋の夜長に、
　定番の読書などいかがでしょうか？

「女系の総督」/藤田宜永　
「遺譜（上・下）」/内田康夫
「明日の子供たち」/有川浩
「結婚」/橋本治
「キウイγは時計仕掛け」/森博嗣
「沸騰！図書館 100万人が訪れた驚きの
ハコモノ」/樋渡啓祐
「ウナギと日本人　白いダイヤ ” のむかし
と今」/筒井功
「まんがでわかる7つの習慣②」
　　　　　　　　　　　　　/小山鹿梨子
「大便通 知っているようで知らない大腸・
便・腸内細菌」/辨野義己
「読書は1冊のノートにまとめなさい」
　　　　　　　　　　　　　　/奥野宣之

※延滞されている方は、至急返却お願い
　します。

水道メーターの取り替えについて
取替期間　10月上旬～11月下旬

　町では毎年、計量法に基づき、一定の期間を経過した水道メーター

を取り替えています。該当するご家庭に、町の委託業者が伺いますの

で、ご協力をお願いします。

 取替作業の従事者は、水道課が発行した身分証明書を携帯しています

ので、不審に思われた場合は、身分証明書の提示を求めていただくか、

本庁水道課までご連絡ください。

※メーターの取り替えに際して、お客様に費用を負担していただくこ

　とはありません。

　町では毎年、計量法に基づき、一定の期間を経過した水道メーター

を取り替えています。該当するご家庭に、町の委託業者が伺いますの

で、ご協力をお願いします。

 取替作業の従事者は、水道課が発行した身分証明書を携帯しています

ので、不審に思われた場合は、身分証明書の提示を求めていただくか、

本庁水道課までご連絡ください。

※メーターの取り替えに際して、お客様に費用を負担していただくこ

　とはありません。 問い合わせ

本庁水道課業務係　　　　　℡47-5500

海山総合支所水道室業務係　℡32-3906

問い合わせ

本庁水道課業務係　　　　　℡47-5500

海山総合支所水道室業務係　℡32-3906

募集棟
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　敬老の日を前に、町長や社会福祉協議会会長などが
2 日間の日程で町内に暮らす高齢者を訪問し、長寿を
お祝いしました。
　今年は、90歳以上の方が447名、夫婦そろって新たに
88歳以上になられた方が10組。「これからも元気で健や
かにお過ごしください」と激励し、お祝いを受けた方
は元気の秘訣などを話していました。

高齢者慰問

９/1・2　町内各地

　防災週間期間中に毎年行われる紀北町防災訓練は、
今年も南海トラフ巨大地震と大津波を想定し、町内一
斉に行われました。避難訓練のあとは各地区で地域の
状況に応じた防災訓練が行われました。

紀北町防災訓練

8/31　町内各地

　4 回目となる「三重 紀北町 海・山こだわり市」。今
回は初めて夕暮れ時の開催となりました。
　紀北町で生産されるこだわりの商品販売に、シーカ
ヤック体験や射的・輪投げなどが楽しめる縁日コーナー
のほかビアガーデンなどが催され、子どもから大人ま
でたくさんの方でにぎわいました。

三重 紀北町 海・山こだわり市

8/23　引本港

≪水泳部女子が全国大会出場≫
　７月に行われた県水泳大会で女子400m メドレーリ
レーを大会新記録で優勝し、全国大会への出場権を獲
得した潮南中学校水泳部女子が町長を表敬訪問しまし
た。
　全国大会は8 月21 日から23 日まで高知市で行われ
チームは自己ベストを更新するなど、57チーム中11 位
の結果を残し健闘しました。

≪生徒たちが地域で防災活動≫
　災害時などに窓ガラスが割れて飛散することを防ぐ
フィルム張りを潮南中学校の生徒たちが行いました。
これは地域貢献活動の一環で、今回は防災意識の向上
を目的に行われました。

潮南中学校生徒が活躍

8/19　役場本庁(左) 、8/28　渡利(右)

ひ け つ



【平成26年8月1日～31日受付分】

お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります

（
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

善
意
を
あ
り
が
と
う

戸籍の窓

島　

原　

久
保
せ
つ
子

　
　
　
　

久
保　

か
つ

東
長
島　

故　

木
村
さ
だ

　
　
　
　
　

親
族
一
同

東
長
島　

樋
口
美
津
子

引
本
浦　

瀧
本
由
美
子

引
本
浦　

濵
田　

航
太

矢
口
浦　

西
村
く
み
子

白　

浦　

奥
村　

純
男

白　

浦　

堀
口　

政
之 二

万
円

三
万
円

三
万
円

二
万
円

三
万
円

一
万
円

三
万
円

三
万
円

※本人または親族の方の了承を得て掲載しています。

（敬称略）

きば内科クリニック

南輪内診療所

西村整形外科

第 一 病 院
尾 辻 医 院
加 藤 内 科
平岡クリニック
野口内科胃腸科医院
垣内胃腸科内科医院
上 里 診 療 所

10/5
10/12
10/13
10/19
10/26
11/2
11/3

日
日
月
日
日
日
月

月日 尾　　鷲曜日 電　　話 紀　　北 電　　話
36 - 1111
47 - 0890
32 - 1666
47 - 1055
32 - 2266
47 - 4800
33 - 1100

22 - 3535

27 - 3399

23 - 3210
-

-

-
--

-

-

-

住　所　   子の名前　  保護者

長　島　  大橋　　心　    拓馬

住　所　   氏　　名　　 （年齢）

島　原　  山本　梅昭    （73歳）

島　原　  鎌田　恭司     （91歳）

長　島　  南　　堯夫     （78歳）

東長島　  木村　さだ　  （95歳）

長　島　  宮原ますみ     （84歳）

長　島　  長井　　清　 （91歳）

島　原　  平野　正二　 （78歳）

三　浦　  石倉ひとみ　  （58歳）

十　須　  中村　正道      （94歳）

三　浦　  小西　正男     （78歳）

三　浦　  中野　艶子　  （89歳）

長　島　  和手　政子　  （82歳）

引本浦　  濵田　　督     （59歳）

矢口浦　  西村　安生     （48歳）

上　里　  疇地　房子     （88歳）

馬　瀬　  山本　弘一　  （90歳）

馬　瀬　  尾﨑　利弘　  （67歳）

白　浦　  奥村　益雄　  （88歳）

相　賀　  林　　　誠　  （73歳）

相　賀　  谷脇　　茂　  （71歳）

相　賀　  西村　惠美　  （87歳）

白　浦　  堀口道之助　  （92歳）
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消防・警察だより
紀北医師会休日診療当番表

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ
運転免許証更新事務（毎週火曜日：午前9時～正午）
更新時講習 / 優良・一般（毎週火曜日：午後2時～）
※祝祭日に該当した場合、振り替えは実施しません。
※問い合わせは尾鷲警察署交通課免許係（TEL  25-0110)までお電話ください。

（８月末現在）

交通事故発生状況（8月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

火 

災

１,２７５(－１２０) ８５２(－４９) 6８(－３４) １８５(－１３)

２７１(－３５)

その他

１９(－６)

１５(－９)

４３(－１２)

４３(＋１) ２０(－１２)

３０１(－３５) ２０８(－1７)

１９３(－1５)

３１(±０)

１７０(－２４)

１(＋１) ０(－１)

０(±０)

０(－１)

総件数 急　病 交通事故 一般負傷

２(－１)

６(－３)

海 山 区 ５(＋１)

１０(－５)

１(－１) ０(－１) １(＋１)

０(±０)

０(±０)

０(±０)

３(＋２)

船　舶 航空機 その他

紀伊長島区 ２(－２) ０(±０) ０(±０) ０(±０)

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内 ３(－１) ０(－１)
 

救 

急

※組合管内
　は、三重
　紀北消防
　組合管内
　の件数

(　)は前年比

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

三 重 県 内 ４１，０３３
（－１，１６３）

５，４０４
（－１，１０６）

６２
（＋３）

７，２０１
（－１,３５５）

３５，６２９
（－５７）

尾鷲署管内
紀 北 町１８７（－１０１）

４７３（－１５２）６８（－４６） ８５（ー６５）
１５７（－７６）
４０５（－１０６）

０（－２）
１（－１）

３０（－２５） ４０（ー３７）
交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。
紀北医師会ホームページ　http://www.kihoku-med.or.jp/　

（救急医療情報システム TEL 22-1199）



小児の水ぼうそうワクチン

高齢者の肺炎球菌ワクチン
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　10 月 1 日から小児の水ぼうそうワクチンと高齢者の肺炎球菌ワクチンが定期接種に追加されました。平成 26 年度の
対象者などは下記のとおりです。いずれも三重県内の医療機関で接種できます。

①生後 12 ヵ月から生後 36 ヵ月に至るまでの間にある方（標準接種）
②生後 36 ヵ月に至った日の翌日から生後 60 ヵ月に至るまでの間にある方（平成 26 年度のみ特別措置）
①の標準接種の場合　2回　　　②の特別措置の場合　1回

無料
母子健康手帳・予診票

「小児の水ぼうそうワクチン」・

　　　　　「高齢者の肺炎球菌ワクチン」について

高齢者インフルエンザの助成について
～インフルエンザ予防接種はお早めに～

【 対 象 】

【接種回数】

【接種費用】
【持 ち 物】

対 象

65 歳

70 歳

75 歳

80 歳

85 歳

生 年 月 日 生 年 月 日

昭和 24 年 4月 2日生～昭和 25 年 4月 1日生

昭和 19 年 4月 2日生～昭和 20 年 4月 1日生

昭和 14 年 4月 2日生～昭和 15 年 4月 1日生

昭和 9年 4月 2日生～昭和 10 年 4月 1日生

昭和 4年 4月 2日生～昭和 5年 4月 1日生

※いずれの場合もこれまでに任意で接種された回数を数えます。水ぼうそうを発症した方は対象外となります。

※対象者には個別通知を送付しますので、通知をご確認のうえ接種してください。

10 月 1日（水）～ 平成 27 年 3月 31 日（火）
3,000 円（生活保護の方は無料）
健康保険証
紀北町または尾鷲市以外の医療機関での接種を希望される方は、接種前に必ず本庁福祉保健課また
は海山総合支所福祉環境室で予診票を受け取ってください。

※ 60 歳以上 65 歳未満の方で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障
　がいを有する方も対象となります。
※すでに「ニューモバックスNP」を接種したことがある方は対象外となります。

　町では高齢者の方のインフルエンザ予防接種にかかる費用の助成を行っています。

※平成 27 年 3 月 31 日までは、現在任意接種で実施している高齢者の方の肺炎球菌ワクチンの助成事業は引き続き
　実施します。上記の対象以外の方で接種された方は従来通り、本庁福祉保健課または海山総合支所福祉環境室へ
　領収書と印鑑、通帳を持参し、申請手続きを行ってください。

【実 施 期 間】
【自己負担金】
【持 ち 物】
【注 意 事 項】

接種当日に紀北町に住民票がある 65 歳以上の方、または 60 歳以上 65 歳未満の方で心臓、腎臓もし
くは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がいを有する方で、接種する
意志のある方。
10 月 15 日（水）～ 平成 27 年 1月 31 日（土）
1,500 円（生活保護の方は無料）
三重県内の医療機関
健康保険証
紀北町または尾鷲市以外の医療機関での接種を希望される方は、接種前に必ず本庁福祉保健課また
は海山総合支所福祉環境室で予診票を受け取ってください。

【 対 象 】

【実 施 期 間】
【自己負担金】
【接種できる医療機関】
【持 ち 物】
【注 意 事 項】

対 象

90 歳

95 歳

100歳

101歳

大正 13 年 4月 2日生～大正 14 年 4月 1日生

大正 8年 4月 2日生～大正 9年 4月 1日生

大正 3年 4月 2日生～大正 4年 4月 1日生

大正 3年 4月 1日以前生まれ

問い合わせ　本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122　海山総合支所福祉環境室福祉保健係　℡32-3904
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おしらせおしらせおしらせ

10月 2 日 ( 木 )
　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター・・・・・
10月 22日 ( 水 )
　下 地 集 会 所・・・・・
　此ヶ野教育集会所・・・・・
11月 5 日 ( 水 )
　船 津 集 会 所・・・・・
　新田多目的集会施設・・・・・

　9：3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0： 5 5

　9： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 2 0 ～ 1 0： 5 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 3 0
1 0： 4 5 ～ 1 1： 1 5

　9： 3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0： 5 5

　9： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 2 0 ～ 1 0： 5 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 3 0
1 0： 4 5 ～ 1 1： 1 5

一般健康相談（血圧測定 ・ 尿検査など）

10：30 ～ 13：00
14：30 ～ 16：30

海山総合支所
菖蒲園

400ml 献血のお願い

☆皆様のご協力をお願いします。

11月5日（水）

・17 歳（女性は 18 歳）～ 69 歳の方
　（65 歳以上の方は 60 歳～ 64 歳の間に献血経験が
　ある方）
・体重が男女とも 50 ㎏以上の方

献血にご協力いただける方

感染症情報（8月18日～9月7日分）

紀北地区の感染症の動向をおしらせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。

ヘ
ル
パ
ン

ギ
ー
ナ

8/18 ～ 8/24

8/25 ～ 8/31

9/1 ～ 9/7

感
染
症

胃
腸
炎

（人）
0
5
10
15
20
25
30
35

突
発
性

発
し
ん

手
足
口
病

10月15日（水）東長島公民館

10：00 ～ 11：30
母子健康手帳

10：00 ～ 11：00
母子健康手帳

赤ちゃん相談

10月20日（月）海山総合支所別館2階けんこうの広場

【時 間】
【持 ち 物】

【時 間】
【持 ち 物】

おやこサークル

☆参加者同士で交流や子育て情報交換などを行って
　います。お気軽にご利用ください。

たんぽぽ
10/ 7、14、21、28（火曜日）
海山総合支所福祉環境室福祉保健係にお
問い合わせください。（℡ 32-3904）

10：30 ～ 11：30

【 日 程】
【場 所】

【時 間】

プチ・キッズ
10/ 1、8、15、22、29（水曜日）
多目的会館図書室（和室）

【日 程】
【場 所】

3 歳 6 ヵ月児健康診査

10月9日（木）海山総合支所別館2階けんこうの広場

☆対象者には、通知書を郵送します。忘れずに受診し 
　てください。　

H23.2.8 ～ H23.4.9 生まれのお子さん【対 象】

2 歳 6 ヵ月児歯科健診

10月16日（木）東長島公民館

☆対象者には、通知書を郵送します。忘れずに受診し 
　てください。　

H24.1.18 ～ H24.4.16 生まれのお子さん【対 象】

胃がん検診　受診者募集！

☆受診を希望される方は、10 月 6 日（月）までに本庁
　福祉保健課地域保健係までご連絡ください。
　（℡46-3122）

10 月 8 日（水）　7：30 ～ 9：30
紀伊長島体育館
1,000 円（75 歳以上の方、生活保護世帯の方
は無料）

【日 時】
【場 所】
【料 金】

個別健康相談

ご相談に応じます。
腎機能や高血圧・糖尿病などの生活習慣
病で注意が必要といわれている方、治療中
の方など
減塩のコツ、計画的な体重の減らし方など
本庁福祉保健課地域保健係へお申し込み
ください。（℡46-3122）

【相談日時・場所】
【 対 象】

【内 容】
【申し込み】

紀伊長島区での今年度の胃

がん検診は今回が最後とな

ります。受け忘れた方はぜ

ひ受診してください。

科健診
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こころの健康相談

　弁護士による無料法律相談を次のとおり
開催します。土地・相続問題などについて
のご相談をお受けします。
※秘密は厳守します。お気軽にご相談くだ 
　さい。

※各場所定員 10 名です。相談を希望される
　方は前日までに本庁住民課住民係まで予
　約のご連絡をお願いします。
※当事者間に係争がある場合、公平性を保
　つため、双方からのご相談は受けかねま
　すので、ご了承ください。
【問い合わせ】　
本庁住民課住民係　℡46-3117

　行政・人権相談を次のとおり開催します。
　行政に対してのご意見や、家庭や学校、
地域社会などでの人権問題についてのご相
談をお受けします。

※秘密は厳守します。お気軽にご相談くだ
　さい。
【問い合わせ】　
本庁住民課住民係　℡46-3117

日時：10 月 9 日（木）13：00 ～ 16：00
場所：旧紀伊長島総合支所 3階会議室
※詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】　
紀伊長島消防署　℡47-0001

日時・場所：ご相談に応じます。
対象：こころの悩みを持つ方やその家族など
【問い合わせ・申し込み】　
本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

行政・人権相談

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

日程 時間 場所

10月10日（金）
13：30
～16：00

老人福祉センター
（海山区）

社会福祉会館
（紀伊長島区）

13：30
～16：00

10月 27日（月）

日程 時間 場所

10月9日（木）
10：00
～12：00

老人福祉センター
（海山区）

社会福祉会館
（紀伊長島区）

13：30
～15：30

10月 9日（木）

　総合労働相談コーナーでは、労働に関するあらゆる分
野の悩みやトラブル、例えば、パワハラ（職場でのいじ
めやいやがらせ）、解雇、退職の勧奨などに対して、専門
の相談員が面談あるいは電話で当事者への助言を行って
います。一人で抱え込まず、気軽にお近くの労働基準監
督署内の総合労働相談コーナーへご相談ください。また、
女性相談員がいるコーナーを紹介することも可能です。
※詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ
三重労働局総務部企画室　℡059-226-2110
三重労働局ホームページ
（http://mie-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）

　動物追い払い花火（連続発射式のもの）
の使用中に、持ち手付近が破裂し、指を
欠損する事故などがこれまでに全国で
4 件発生しています。
　この追い払い花火は、発音薬と呼ばれる火薬を連続で
上空に飛ばし、大きな爆発音で動物を追い払うという製
品です。野生鳥獣による農作物への被害対策に使用され
るケースが多いですが、中国からの輸入品が主で、火薬
が暴発する危険性があります。
　経済産業省では、当該製品を絶対に素手で扱わないこ
と、やむを得ず手に持って扱う場合は、専用のホルダー
を使用し、なるべく体から離すこと、ホルダーは暴発時
の被害を軽減することはできますが、被害を完全に防止
することはできないため、ゴーグル、耳栓、革手袋など
の防護具との併用などの注意を呼びかけています。
※詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ
本庁農林水産課農政係　　　　　　　℡46-3116
海山総合支所産業建設室産業振興係　℡32-3903

職場であなたは悩んでいませんか？

打ち上げ式の動物追い払い花火
（連続発射式のもの）

による事故が多発しています

ご注意ください！ご注意ください！



税務署から電話相談窓口のおしらせ

認知症の方を介護する家族のつどい

「電話相談センター」の利用案内
①尾鷲税務署（℡22-2222）へお電話をおかけくだ
さい。
②自動音声によりご案内しますので、「1」を押し
てください。
③自動音声に従って、相談したい内容の番号を選
択してください。
受付時間　8：30～17：00
　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始除く）
※国税庁ホームページでは、よくある税に関する
ご質問に対する回答を「タックスアンサー」と
して掲示しています。
　国税庁ホームページ「タックスアンサー」
　（http://www.nta.go.jp/taxanswer）
問い合わせ　尾鷲税務署　℡22-2222

　認知症の方を介護する家族のつどいを開催しま
す。介護のコツや情報を得たり、悩み・不安を話
しあえる仲間づくりにお役立てください。申し込
みは不要です。
日時　10 月 20 日（月）13：30 ～ 15：30
　　　（都合の良い時間のみの参加も可能です）
場所　老人福祉センター（海山区）
対象　認知症の方を介護している方
　　　介護に関心のある方
問い合わせ
紀北町地域包括支援センター（ほうかつ）　
　　　　　　　　　　　　　　　℡47-0517
海山ブランチ（ほうかつ海山）　℡33-0517

「電話相談センター」の利用案内
①尾鷲税務署（℡22-2222）へお電話をおかけくだ
さい。
②自動音声によりご案内しますので、「1」を押し
てください。
③自動音声に従って、相談したい内容の番号を選
択してください。
受付時間　8：30～17：00
　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始除く）
※国税庁ホームページでは、よくある税に関する
ご質問に対する回答を「タックスアンサー」と
して掲示しています。
　国税庁ホームページ「タックスアンサー」
　（http://www.nta.go.jp/taxanswer）
問い合わせ　尾鷲税務署　℡22-2222

　認知症の方を介護する家族のつどいを開催しま
す。介護のコツや情報を得たり、悩み・不安を話
しあえる仲間づくりにお役立てください。申し込
みは不要です。
日時　10 月 20 日（月）13：30 ～ 15：30
　　　（都合の良い時間のみの参加も可能です）
場所　老人福祉センター（海山区）
対象　認知症の方を介護している方
　　　介護に関心のある方
問い合わせ
紀北町地域包括支援センター（ほうかつ）　
　　　　　　　　　　　　　　　℡47-0517
海山ブランチ（ほうかつ海山）　℡33-0517

行政相談週間
10 月20日（月）～ 26日（日）

困ったら　1 人で悩まず　行政相談

少年の主張　紀北地区大会開催

　「行政相談」ってご存じですか？
　「行政相談」とは、国やＮＴＴなどの特殊法人な
どの仕事について、皆様から苦情や意見、要望を
お聞きし、その解決の促進を図る制度です。
　総務省では、この行政相談制度を皆様にもっと
よく知っていただき、利用していただくため、10
月 20 日（月）から 26 日（日）までの 1週間を「行
政相談週間」として、全国的にいろいろな行事を
行います。この週間にちなんで、本町でも、次の
とおり「行政相談所」を開設します。
　年金、保険、税金、登記、道路、福祉など役所
の仕事について、お気軽にご相談ください。
日時・場所　10 月 9 日（木）
10：00 ～ 12：00　老人福祉センター（海山区）
13：30 ～ 15：30　社会福祉会館（紀伊長島区）
相談担当者　紀北町行政相談委員
※「行政相談委員」とは、総務大臣が委嘱している
民間有識者で、皆様の身近な相談相手です。相
談は無料で、相談者の秘密は固く守ります。
　　なお、当日ご都合の悪い方は、次のところで
行政相談に応じていますので、ご利用ください。
受付時間　平日 8：30 ～ 17：15
問い合わせ
総務省三重行政評価事務所行政相談課
℡0570-090110（おこまりなら　まるまる　くじょー　ひゃくとおばん）
PHS、IP 電話などをご利用の場合は 059-227-1100

～子どもたちの考え、思いを聞こう～
　青少年の健全育成に関しての理解を深めること
などを目的に「少年の主張　紀北地区大会」を開
催します。
　中学生 6名による意見発表や尾鷲中学校吹奏楽
部による演奏などが行われます。ぜひご来場くだ
さい。
日時　10 月 18 日（土）13：30 ～ 15：30
場所　三重県立熊野古道センター
問い合わせ　
教育委員会本庁生涯学習課社会教育係　℡46-3125

1917
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～かけがえのない自然・歴史～
紀北町の文化財

　赤羽地区前山集落より島地に至る山沿いの間道脇に一基の宝筺印塔が

あります。

　この石塔は、明治 23 年度版「北牟婁郡地誌」に記されている奥村氏

の墳墓であり、郷土史の先覚者故・西田益三氏の資料によると昭和の初

年までは、石塔は二基残っていたそうですが、現在はこの一つを残すの

みとなっています。

　奥村新之丞は実在の人物で、鎌倉幕府が滅亡に際し北条氏の臣奥村氏

が赤羽谷に落ちのび、前山的場あたりに本拠を構え、当主は新之丞を名

乗り紀北一帯に勢をはっていたことが「北畠物語」などにも記されてい

ます。　

　1575（天正 3）年、加藤甚五郎が宿願である父母の地長島に北畠家の代官として返り咲くと、ひとまずはその騎下に服

しましたが、翌天正 4 年加藤氏が新宮の堀内氏と戦うや、途中より変心、堀内氏とともに加藤氏を攻め甚五郎を自刃せしめ、

一時は長島城を手にしました。しかし数日を待たずして北畠勢が伊勢より押し寄せ、奥村勢は打ちやぶられ以後まったく

おとろえてしまったと伝えられています。

　宝筺印塔はもと経塔として建てられたものが、中世以後身分の高い人の墓碑として多く建てられるようになったもので、

当時奥村氏の地位が相当なものであったことを物語っています。

奥村墳墓
町指定文化財

ほうきょういんとう

ほうきょういんとう

満１歳

笑顔
「
に
じ
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ろ
ス
マ
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に
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載
希
望
の
方
は
、誕
生
月
の
前
月
の
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日
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で
に
本
庁
企
画
課
広
報
係
ま

で
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み
く
だ
さ
い
。

山代屋　蓮歩くん

平成 25 年 10 月 19 日

お兄ちゃん大すき　はいむくん。

これからも笑顔いっぱい元気にすくすく

大きくな　れ

は い む

＜相賀＞達也・衣里さん

曽我　暖くん
平成 25 年 10 月 11 日

すてきな笑顔のはる君。
お兄ちゃんと一緒に、仲良く元気に大きくなってね！

は る

＜島原＞義英・妙子さん
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